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⑥ 環境・エネルギー対策の強化 

 

地球温暖化対策や廃棄物減量化などの環境問題への関心と対応が重要視され

ている中にあって，水道事業においても積極的に社会的責任を果たしていくた

め，経済性と環境保全の観点から，電力・紙・ガソリン使用量の削減，グリー

ン購入（環境に配慮した製品の購入）の推進その他のエコ・オフィス活動など

の省資源・省エネルギー対策，水道工事で発生する建設副産物や浄水汚泥の再

資源化などの廃棄物の排出抑制，さらには太陽光発電をはじめとする新たなク

リーンエネルギーの導入によって環境負荷の低減に向けた事業運営を目指しま

す。また，高松市の重要施策である「節水型まちづくり」の推進のため，水道

局として，水の有効利用の促進と水の大切さや節水意識の高揚を図るための啓

発・広報活動に積極的に取り組みます。 
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20  環境に配慮した事業の推進 
目 的 
「高松市環境基本計画」の趣旨を踏まえ，水道事業者としての社会的責任を

果たすため，省資源・省エネルギー対策を強化し，コストの削減を図るなど，
環境負荷の低減と水源地の環境保全に積極的に取り組み，環境に配慮した事業
の推進に努めます。 

現 状 
水道局では，高松市の望ましい都市像である「土と水と緑を大切にする環境

共生都市たかまつ」の実現を目指し，局庁舎において，平成 16 年 2 月に ISO１
４００１の認証を取得し，電力・紙・ガソリンの削減やグリーン購入（環境に配
慮した製品の購入）など「高松市環境行動率先実行計画」に定めるエコ・オフ
ィス活動による省資源・省エネルギー対策を推進することにより，環境負荷の
低減に取り組んでいます。また，水道工事で発生する建設副産物の再生利用に
努めるとともに，浄水処理で発生する浄水汚泥を園芸用客土やセメントの副材
料に転用する再資源化によって有効利用を図るなど，廃棄物の排出抑制に取り
組んできました。さらに，環境保全活動の一環として，毎年，水源地のボラン
ティア清掃を市民や水道関係者とともに協働で行っています。 
 

項   目 出 典 H16 H17 数値の概要説明 

配水量１・当たり電力消費

量        （ｋＷｈ／・） 

ガイドライン 

（４００１） 
0.17 0.16 

年間配水量に対する全施設

の電力使用量を表す。 

配水量１・当たり消費エネ

ルギー  （ＭＪ／・） 

ガイドライン 

（４００２） 0.63 0.63 

年間配水量に対する全施設

での総エネルギー（電力・

燃料等）消費量を表す。 

浄水発生土の有効利用率 

（％） 

ガイドライン 

（４００４） 65.2 95.8 

浄水処理過程の発生土に対

する有効利用土量の割合を

表す。 

建設副産物のリサイクル率 

（％） 

ガイドライン 

（４００５） 19.0 11.0 

建設工事で発生する土・ア

スファルト等に対するリサ

イクル割合を表す。 

配水量１・当たり二酸化炭

素排出量（ｇ・ＣＯ2／・） 

ガイドライン 

（４００６） 
71 70 

年間配水量に対する総二酸

化炭素排出量を表す。 

水源地ボランティア清掃 

（回／年） 
高松市水道局 2 2 

早明浦ダム，内場ダムその

他の水源地で清掃活動を実

施する。 

 
 

 ISO１４００１の手法を取り入れ，環境マネジメントシステムの運用管理を行
い，環境負荷の低減に取り組んでいますが，その対象施設は，局庁舎内に限ら
れており，水道事業の全ての施設を対象としているものではありません。しか
し，この対象施設となっていない浄水場等でも，環境負荷の軽減の観点から，
従来浄水汚泥の再生利用などに取り組んできましたが，浄水・配水過程で大量
に電力を使用することから，平成 17 年度に合併した近隣６町の施設を含め，電
力使用量の削減など省エネルギー対策に積極的に取り組む必要があります。ま
た，水道工事で発生する建設副産物のリサイクルに一層努めるとともに，浄水
汚泥の再利用に関する調査・研究を進める必要があります。さらに，水道水の

課 題 
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安全性にも係わる水道水源の水質保全対策の観点から，水源地の環境保全にも
積極的に取り組む必要があります。 
 
取組項目 

・  各浄水場の施設更新事業の施行に合わせ，エネルギー消費の少ない施設の整
備や省エネ機器の導入を行います。 

⑵  浄水汚泥のリサイクルを継続実施するとともに，新たな付加価値のある商品（ヒー
トアイランド現象の緩和につながる保水レンガや保水土等の土木・園芸資材等）へ
の再利用について，調査・研究をします。 

⑶  エコ・オフィス活動（電力・紙・ガソリンの削減やグリーン購入）を継続実施します。 
⑷  水源地のボランティア清掃（早明浦ダム・地元水源地各１回／年）を継続
実施します。 

⑸  水道水源の水質保全の観点に立ち，全市的な水源保護条例の制定について
検討します。 

 
年次目標 

 

項   目 出 典 H22 H26 H30 数値の概要説明 

配水量１・当たり電力消費

量     （ｋＷｈ／・） 

ガイドライン

（４００１）

年間配水量に対する全施設の電

力使用量を表す。 

配水量１・当たり消費エネ

ルギー  （ＭＪ／・） 

ガイドライン

（４００２）

数値の削減を目標に，環境

負荷の低減を目指します。
年間配水量に対する全施設での

総エネルギー（電力・燃料等）消

費量を表す。 

浄水発生土の有効利用率

（％） 

ガイドライン

（４００４）
100.0 100.0 100.0 

浄水処理過程の発生土に対する

有効利用土量の割合を表す。 

建設副産物のリサイクル率

（％） 

ガイドライン

（４００５）

建設工事で発生する土・アスファ

ルト等に対するリサイクル割合

を表す。 

配水量１・当たり二酸化炭

素排出量 （ｇ・ＣＯ2／・） 

ガイドライン

（４００６）

数値の削減を目標に，環境

負荷の低減を目指します。
年間配水量に対する総二酸化炭

素排出量を表す。 

水源地ボランティア清掃 

 （回／年） 
高松市水道局 2 2 2 

早明浦ダム，内場ダムその他の水

源地で清掃活動を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浄水汚泥（脱水処理後のもの） 早明浦ダムボランティア清掃 
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21  クリーンエネルギーの導入 

 

目 的 

 

水道事業活動において，「高松市環境基本計画」の趣旨を踏まえ，水道事業者

としての社会的責任を果たすため，環境にやさしい自然エネルギーの有効活用

として，太陽光発電をはじめクリーンエネルギーの導入を図るなど，環境負荷

の低減に向けた事業の推進に努めます。 

 

現 状 

 

全国の水道事業体においては，地球温暖化防止対策による地球環境への配慮

から，浄水場の広大な用地を利用した，太陽光発電をはじめクリーンエネルギ

ーの導入が進められています。本市水道局においても，水道施設の水圧を利用

した小規模水力発電の導入の調査検討を進めてきましたが，立地条件や費用対

効果の観点から，その導入には至っていません。将来においては，環境負荷の

低減につながる環境にやさしいクリーンエネルギーの導入は，環境に配慮した

事業を推進する上で重要な施策の一つであり，対外的にも環境に対する取組の

ＰＲ効果が高い主要事業にもなると考えています。 
 

項   目 出 典 H16 H17 数値の概要説明 

再生可能エネルギー利用率 

（％） 

ガイドライン

（４００３）
0 0 

全施設の電力使用量に対する再生

可能エネルギー設備の電力使用量

を表す。 

クリーンエネルギーの導入

箇所数（箇所） 
高松市水道局 0 0 

太陽光発電その他のクリーンエネ

ルギー導入箇所数を表す。 

 

課 題 

 

環境負荷の低減による環境に配慮した水道事業活動には，省資源・省エネル

ギー対策の推進とともに，環境にやさしい自然エネルギーの有効活用も不可欠

です。クリーンエネルギーの導入に当たっては，本市水道局の施設に最適なも

のを採用していくため，導入設備の特性，技術的設置要件，導入・維持管理コ

ストなどの諸条件について，今後も調査・研究を継続的に実施する必要があり

ます。特に，太陽光発電施設の導入については，浄水場や配水池等に広大な用

地があり，技術的設置要件等が整っていることから，実用化の可能性が高く，

積極的に検討を行う必要があります。 
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取組項目 

 

浄水場の施設更新事業の施工に合わせて，太陽光発電やその他クリーンエネルギ 

ーの導入について，費用対効果を含め調査・研究を進めます。 

 

年次目標 
 

項   目 出 典 H22 H26 H30 数値の概要説明 

再生可能エネルギー 
利用率（％） 

ガイドライン

(4003) 

数値化できることを目標
に，環境負荷の低減を目
指します。 

全施設の電力使用量に
対する再生可能エネル
ギー設備の電力使用量
を表す。 

クリーンエネルギー
の導入箇所数（箇所） 

高松市水道局 0 0 1 
太陽光発電その他のク
リーンエネルギー導入
箇所数を表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽光発電イメージ 
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22 水の有効利用の促進 

目 的 

高松市の重要施策である「節水型まちづくり」の推進のため，水の有効利用

の促進，節水意識の高揚につながる広報・啓発活動に積極的に取り組むことに

より，健全な水循環システムを構築し，水を大切にするまちづくりの実現を目

指します。 

現 状 

本市は，歴史的に水に恵まれない地理的・気象的条件にあり，節水・水の有

効利用の促進を目的とした「節水型まちづくり」や「高松市水循環健全化計画」

の推進は，健全な水循環システムの構築につながり，高松市の将来のまちづく

りの根幹的指針である「高松市総合計画」において，水を大切にするまちづく

りの実現を図るための重要な基本施策として位置付けられています。水道局で

は，水の有効利用の促進と水の大切さや節水意識の高揚を図るため，広報紙「み

んなの水」やホームページ等の各種広報メディアを活用し，水源・渇水情報や

節水意識の啓発情報の発信などの広報活動，また，市政出前講座「水道知って

トーク」や「水道週間」に関連した各種行事の開催，さらには「水の週間」に

関連した親子水道教室や節水ウィークの実施等を通じ，お客さまへの情報提供

の充実や親しみながら水の大切さや水資源の有限性を学ぶ機会の提供に努めて

います。 

 

項   目 出 典 H16 H17 数値の概要説明 

１人１日平均使用量（・） 
高松市水循環

健全化計画 
335 328 

高松市民の１人１日当たりの平均

水道使用量を表す。 

出前講座「水道知ってトー

ク」の開催回数（回） 
高松市水道局 2 2 

各地区公民館等へ出向き，水道事業
への理解と水の有効利用を促進す
るため，出前講座を実施している。

広報紙への水の有効利用の

促進等に関する記事掲載の

回数（回） 

高松市水道局 2 1 
広報紙への水の有効利用の促進や

節水等に関する記事掲載の回数を

表す。 

 

課 題 

平成 17年度の近隣 6町との合併による給水量の増加や昨今の異常気象により

全国的に頻発化する渇水に備え，限られた水資源を有効に利用するため，平常

時から水の有効利用の促進と水の大切さや節水意識の高揚を図り，水を上手に

使うことによって無駄な使用を減らすなど，今後も，水を大切にする取組を市

と市民が協働して積極的に推進していくことが重要です。本市水道局において

も，水を大切にするまちづくりの実現に向け，引き続き，水の有効利用の促進

と水の大切さや節水意識の高揚を図るため，市民への情報提供と市民参画型行

事の活性化など，更なる広報・啓発活動の充実に努める必要があります。 
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取組項目 

⑴  水道局広報紙「みんなの水」の発行回数を年 4 回から 5 回に増やし，節水

意識の啓発を促すなど，水の有効利用を呼びかける記事を積極的に掲載しま

す。（平成 19 年度～） 

⑵  広報紙・ホームページや各種行事のパンフレットで水の有効利用の促進等

を目的とした市民参画型行事の参加・勧誘を呼びかけます。 

⑶  水道事業協力員会議や水道事業経営懇談会で水を大切にする取組に対する

意見や要望を十分に伺うとともに，市民への積極的な情報発信に努めます。 

⑷ 水の有効利用の啓発活動の一環として，次の行事を継続実施します。 

・出前講座「水道知ってトーク」の開催（通年随時） 

・水道週間関連行事〔水とわたしたち展，水道展等〕の開催（１回／年） 

・節水ウィーク〔市民一斉の節水実践〕の実施（１回／年） 

・親子水道教室の開催（１回／年） 

・節水型街づくり推進協議会〔県と県内全市町で構成〕への参画（１回／

年） 

年次目標 

 

項   目 出 典 H22 H26 H30 数値等の概要説明 

１人１日平均使用量（・） 
高松市水循環

健全化計画 
317 316 315 

高松市民の１人１日当た
りの平均水道使用量を表
す。 

出前講座「水道知ってトー

ク」の開催回数（回／年） 
高松市水道局 5 5 5 

各地区公民館等へ出向き，
水道事業への理解と水の
有効利用を促進するため，
出前講座を実施している。

広報紙への水の有効利用の

促進等に関する記事掲載の

回数（回／年） 

高松市水道局 2 2 2 
広報紙への水の有効利用
の促進や節水等に関する
記事掲載の回数を表す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

水道知ってトーク 水とわたしたち展表彰式 


